
2007年度の

プログラム小委員会報告

藤沢健太（山口大学）



観測公募

• 世界に公開

• 周波数 ２２ＧＨｚのみ

• ２ビーム 利用可能

• 他の観測局
– VERAのみ／VERA+NRO45m+NICT34m

• 目標観測割当時間 ４００時間

• 締め切り November 3, 2006, 08:00 UT



小委員会概要

• 小委員会
– 開催日 ２００６年１２月２０日（ １４時から１７時の３時間）

– 場所 国立天文台三鷹キャンパス

– 議事 ２００７年のＶＥＲＡ共同利用

– 委員会構成員
• 郷田直輝、本間希樹、久野成夫（野辺山４５ｍ代表）（国立天文台）

• 近藤哲朗（情報通信研究機構、鹿島３４ｍ代表）

• 中井直正（筑波大学）

• 藤沢健太（山口大学）

• ex-officio 小林秀行（ＶＥＲＡ観測所長）、柴田克典（ＶＥＲＡ観測所）



応募・審査状況

• 総数９件 国内・国外を含む

• 総要求時間 ５２０時間

• 審査・論点

– 科学的意義
• ほぼ全てのプロポーザルについて、科学的意義は高く評価

– 議論
• 非公開周波数の観測提案

• 技術的難点による制限

• ＶＥＲＡ観測所が実施すべき提案

• プロジェクト天体（観測中）の観測提案



観測時間・割り当て

• 採択件数
– ６件

• 倍率
– １．５倍

• 割当観測時間
– 計３４２時間

• 考察
– 国内外の様々な

研究機関

– ＡＧＮ／マイクロク
エーサー／ＹＳＯ
／晩期型星

– 適当な倍率・観測
時間

ＶＥＲＡホームページで公開
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